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要 旨 

西条市内のアスパラガス栽培ほ場 12 か所について，欠株率，平均的な収量ならびに疫病菌とフザリ

ウム属菌の土壌中菌密度を調査した．ほ場の欠株率とほ場の平均的な収量との間には 1％水準で有意

な負の相関があった．愛媛県のハウスアスパラガスの目標収量（2～2.5ｔ/10a）を達成する日常の管

理指標として「欠株率 8％以下」が提案できた．欠株率を高める要因に疫病の影響が示唆され，フザ

リウム属菌に由来する土壌病害の影響は確認できなかった．疫病菌が検出されなかったほ場の中には，

疫病菌が検出されたほ場より欠株率が高いほ場があり，これらのほ場では株が衰弱していると考えら

れることから，「欠株率 15％以上」は改植の目安になり得ると推察される． 
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１．緒言 

 

 県内アスパラガス主産地は，半促成全期立茎

栽培の作型が定着し産地が形成されてから 20

年以上経った．アスパラガスは多年性作物であ

り（浦上，2014a），定植後 10 年以上経過する

と株が弱勢化し収量や品質が低下するため改

植が必要（浦上，2014b）とされているものの，

この産地では多くの生産者のほ場で定植後 10

年以上経過している．平均単収は 2004 年の

1.76t/10a が（愛媛県農業振興局農産園芸課，

2005），2014 年には 1.54t/10a に減少しており

（愛媛県農業振興局農産園芸課，2015），産地

全体として株が弱勢化していることが推察さ

れる．  

 横田・大森（2009）は，愛媛県内アスパラガ

ス主産地では，排水の良い砂質土や砂壌土の地

域では地力が低いと収量も低く，排水の悪い壌

質土の地域では土壌に残存肥料成分が多いと

収量が低いことから，同一産地内でも土壌の特

性に応じた肥培管理が必要なことを報告した．

これは，土壌理化学性分析結果から得られた結

論であり，土壌生物性，特に土壌病害との関連

は調査していない．  

愛媛県内では近年，アスパラガスに改植障害

が発生しており，その一因に「アスパラガス疫

病（以下，疫病とする）」の関与が報告されて

いる（横田ら，2013）．改植ほ場に疫病の発生

が多いということは，改植前のほ場にも疫病菌

が存在し，収量低下の要因になっていると考え

られる．また，疫病以外の土壌病害ではフザリ

ウム属菌による株腐病や立枯病があり，これら

も同様にアスパラガスにとっては収量低下要

因の一つと考えられる．  

そこで，県内アスパラガス主産地のハウス土

壌について，土壌中の疫病菌およびフザリウム

属菌の菌密度を調査した．そして，これら土壌

病原菌の菌密度とハウス内での生育状況や収

量との関係を解析し，今後の肥培管理の方向性

や改植の目安等を明らかにしたので報告する． 

 

２．材料および方法 

 

 2015 年 7 月に西条市内のアスパラガス栽培ほ

場 12 か所を調査した．土壌区分別割合は，グ

ライまたは強グライ土が 3 か所で，細粒灰色低
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地土，中粗粒灰色低地土，礫質灰色低地土が各

3 か所であった．栽培年数は，10 年以上が 10

か所で，このうち 15 年以上は 4 か所であり，

調査ほ場の平均栽培年数は 13.3 年であった．  

 ほ場の欠株率は 100 株中の欠株数とし，ほ場

の平均的な収量は生産者または JA から平年収

量を聞き取り調査した．  

 土壌中の疫病菌数およびフザリウム属菌数

は希釈平板法で測定した．土壌は，株と畝肩の

中間位置で表層から深さ 10cm までを採土器を

用いて採取し，生土のまま 4mm の網ふるいを通

過させて調製した．この土壌を定法（小林，

1997）により希釈し，選択培地に疫病菌では

NARM 培地（東條・築尾，2013），フザリウム

属菌では西村培地（西村，2008）を用いた．希

釈した土壌を塗布したシャーレを 30℃の恒温

槽で 7 日間培養後コロニー数を計数し乾土あた

り菌数を求めた．  

 

３．結果 

 

欠株率および収量について，調査ほ場全平均

はそれぞれ 11％，1.8t/10a であった．ほ場の欠

株率とほ場の平均的な収量との間には負の相

関があり，決定係数は R2=0.417 となり 1％水準

で有意であった（図 1）． 

疫病菌が検出されたほ場は 7 ほ場あり，これ

らほ場では疫病菌数が多いと欠株率は高まり，

疫病菌数の常用対数と欠株率の決定係数は

R2=0.703 となり 1％水準で有意であった．疫病

菌が検出されたほ場の欠株率は最大でも 13％

であった（図 2）．  

疫病菌が検出されなかったほ場は 5 ほ場あっ

た．これらほ場におけるフザリウム属菌数と欠

株率の間には一定の傾向は見られなかった．ま

た，疫病菌が検出されなかったほ場の内 3 ほ場

で欠株率が 15％を超えた（図 3）．  

なお，全ほ場におけるフザリウム属菌数と欠

株率の関係，および栽培年数と収量との関係に

は，いずれも一定の傾向はみられなかった（デ

ータ省略）．  

 

４．考察 

 

 欠株率と収量との間には，負の相関があった  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことから，愛媛県のハウスアスパラガスの目標

収量（2～2.5ｔ/10a）を達成する欠株率は図 1

から 8％以下であった．このことから，目標収
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図 1 各ほ場の欠株率と平均的な収量の関係  

注）図中の**は 1％水準で有意（n=12）  

 

図 2 疫病菌が検出されたほ場の土壌中疫病菌数と

欠株率の関係  

   注）図中の**は 1％水準で有意（n=7）  

図 3 疫病菌が検出されなかったほ場のフザリウム

属菌数と欠株率の関係（n=5）  
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量を達成する日常の管理指標として，「欠株率

8％以下」が提案できる． 

 欠株率を高める要因として，本試験では疫病

菌の影響が示唆された．疫病菌を検出したほ場

に限れば，疫病菌数の増加によって欠株率が高

まることから（図 2），防除体系の中に疫病に

有効な薬剤を加え，普段から疫病菌の菌密度を

抑える管理が必要である．なお，疫病菌は地域

内の発生分布にばらつきがあることが知られ

ており（古屋ら，2015），疫病の発生の有無は

ほ場ごとに確認する必要がある．  

 疫病菌が検出されなかった 5 ほ場について

は，フザリウム属菌と欠株率との間に一定の傾

向はみられなかった．すなわち，今回の調査で

はフザリウム属菌に由来する土壌病害が欠株

率の増加に与える影響は確認できなかった．し

かし，疫病菌が検出されなかったほ場の中に

は，疫病菌が検出されたほ場より欠株率が高い

ほ場があったことから，疫病菌やフザリウム属

菌による土壌病害ではない要因によって欠株

率が高まったと考えられる．収量低下は株の衰

弱によってもたらされる（浦上，2014b）こと

から，同一ほ場で長期間栽培が続いたことによ

って土壌特性に不適当な肥培管理（横田・大森，

2009）や茎枯病等の地上部病害の発生等により

株が衰弱し，欠株率が高まったと考えられる． 

 

図 4 改植が必要なレベルのほ場（手前右）と  

 そのほ場における改植後の様子（左奥）  

（巻末カラーページ参照）  

注）茎枯病が発生し欠株が多発したハウスにおいて，ハウ

ス内で最も欠株の多かった部分（左奥 230 ㎡）を 2017

年 8 月に低濃度エタノール土壌還元消毒を実施し，同年

10 月 5 日に改植した（撮影は 2018 年 8 月）  

以上より，欠株率が 15％を超えるほ場（図 4）

では，株が衰弱し満足な収量を得られず株の更

新が必要であることから，「欠株率 15％以上」

は改植の目安になり得ると推察される．  
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